
世界自然遺産５地域会議の発足とその準備
～未来に残すべき人類の遺産共創事業推進業務委託～

2023年3月

日本の世界自然遺産は、平成５（1993）年から現在までに５地域が登録され、各地域

では、それぞれ地域課題を抱えつつ、自然保護のための独自の工夫が重ねられてきた。

こうした中で、2025日本国際博覧会（略称：大阪・関西万博）関係機関からの呼びか

けがあり、令和５年１月18日、屋久島環境文化財団の呼びかけで５地域22市町村長を

中心とする「世界自然遺産５地域会議」（以下「５地域会議」という。）が発足した。

当業務は、５地域会議の事務局として、組織の立ち上げ、第１回会合開催の準備と運

営を支援したもの。



５つの世界自然遺産は

名 称 知床 白神山地 小笠原諸島 屋久島
奄美大島、徳之
島、沖縄島北部
及び西表島

登録年月 2005年7月 1993年12月 2011年6月 1993年12月 2021年7月

登録面積
71,100ha

（海域含む） 17,000ha
7,900ha

（海域含む） 10,700ha 42,700ha

関係市町村
（各遺産地域連

絡会議構成員）

＊印は周辺地域

太字アンダーライ

ンの７市町村は

「５地域会議」設
立呼びかけ人候補
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宇検村、瀬戸内

町、龍郷町(＊)

徳之島町、天城

町、伊仙町

沖縄県

国頭村、大宜味

村、東村

竹富町

日本列島の南北にわたって分布し、

それぞれ固有の顕著な普遍的価値

（OUV）を有する。

５地域には７県２２市町村がかか

わっている。



世界自然遺産５地域会議

大阪・関西万博への参加
テーマ：「いのち輝く未来社会のデザイン」

＊全国に呼び掛けて開拓跡地を原生林
に戻す「知床１００平方メートル
運動」の実践

＊ヒグマ、エゾシカなどの生態研究
＊エコツアーガイドと連携して利用者
コントロール策を導入し、植生保
護、ヒグマに対するリスク管理、
快適利用の三者両立を実現

知床

＊自然保護と暮らしの両立を目指す「環境文化」型地
域づくりの普及

＊里のエコツアー（島内集落の案内を集落住民が実
施）の開発と実践

＊水力発電の島に着目し「原生の自然を最先端技術で
守る」ことをキーワードにした電気自動車の普及

＊島内50年生スギ材による全木造の町役場庁舎新築

屋久島
＊外来種マングースの、徹底的な駆除事業の実施
＊マスツアー・エコツアーの棲み分けと推進
＊民間主導で結成された共同企業体による、電気バス
を使用した、やんばるモデルツアーの実践

＊島唄を通じて奄美の自然・文化を情報発信する奄美
「環境文化」祭、CD売上の一部を保護活動に寄付

＊入込客数の制限、来訪者・ガイド事業者の行動制限
などを定めた「西表島観光管理計画」を策定

奄美沖縄

＊世界最大級のブナ原生林を活かした
環境学習や森林生態系の研究

＊分布が拡大するニホンジカに対す
る、住民、関係機関の連携による
監視等対策の強化

白神山地

＊ホエールウォッチングや特異な自
然・文化を活かしたエコツアーの
推進

＊島を挙げての外来生物対策や固有
種の保護増殖の推進

小笠原

市町村長、地域の企業・活動団体等で構成

これまで自然と共生する地域づくりの実践／住民・市民参加を事業推進の柱に

「世界自然遺産５地域会議」とは

5地域の様々な
取組（例）

登録地域がこれまで実施してきた独自の保全、地域づくりは、いわばＳＤＧｓの先取り事例と言え、万博のテーマにも適合。
５地域の関係市町村、民間企業、活動団体、関係機関等が幅広く結集し、万博への参加を通じて連携、協力を深め、情報発信等
事業に取り組む

目
指
す
事
業

■自然遺産地域の課題や注目すべき先進的事例について情報交換し合意形成を図る

■日本型自然保護の「共生」理念を深め、保護と振興の両立モデルを提示

■成果は大阪・関西万博で広く国内外へ発信し、５地域の持続的発展の新たな契機へ



プロジェクト推進体制と会合開催

2022年度
第１回会合

2023年度
第２回会合

2024年度
第３回会合

2025年４/13～10/13

大阪・関西万博

世界自然遺産５地域会議

構成メンバー：
5地域に関係する
全２２市町村長及び２公益財団法人

今後、
民間企業、活動団体、関係機関等にも参加呼びかけ（予
定）

事務局：
公益財団法人屋久島環境文化財団

呼びかけ人（設立後は幹事）：

５地域代表の７市町村長

及び公益財団法人知床財団

公益財団法人屋久島環境文化財団

助言・協力：関係行政機関

顧問：学識経験者

令和5年1月18日

屋久島で開催、
正式発足



2023年１月18日、屋久島に24団体の首長や関係者が集まり（リモート参加を含む）、５地域会

議準備会を開催。この場で「世界自然遺産５地域会議」を正式発足させ、役員選任や今後の事業

の方向性の確認までを行った。



屋久島環境文化村センター映像ホール大スクリーン

前に「呼びかけ人」（幹事）９名、対面する固定席

最前列に関係町村長６名と塩田知事ほか関係者が着

席、リモート出席者は前後２台のモニター画面を通

じて参加

会場に来場・出席した15市町村長等と

塩田鹿児島知事、中村イベント学会会

長、奥田環境省自然環境局長ほか。

背後はリモート参加の市町村長。

５地域会議準備会
会場風景
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